
8。 (LC回路)電気容量σのコンデンサーと自己インダクタンス Zの コイルをつないだ閉じた回路

(図 1)は LC回路と呼ばれる。コンデンサーの片方の極板の上の電荷のとそこからコイルを通って

反対の極板に流れる電流Iと の間には、電荷の保存則からI=―αo/沈 という関係がある。また、
コンデンサーの両極間の電位の/σ と、コイルの両端に電磁誘導によって現れる起電カー五α」/就
の和は、0と ならなければならない (キ ルヒホッフの回路則)のでの/σ =Lα」/ごt・ が成り立つ。
このことから、LC回路ののの時間変化は調和振動をしその (角 )振動数はω=1ハ潅万となるこ
とを示しなさい。
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図 1:LC回路
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をつけて釣り下げ振動させる。振幅が半減するまでに鉄球は何回振動するか?だだし、空気の粘性
率は 1.8× 10 5Nos/m2と しなさい。[こ こで、N=kg・ m/s2は力の単位 (ニ ュートン)]

10.(RLC回路)LC回路に抵抗 Rを直列につないだ回路に交流電圧 y(ι)=h COSω Otをかけた時、
回路に流れる電流∬

(ι)の時間変化は、

五
::十

∬R― g=70 cos ωOt                          (7)

で与えられる。十分時間が経った時にこの回路に流れる電流は f(ι)=fo COs(ωOι 一φ)と表 される。

その振幅 f。 と位相のずれ φを求めなさい。

CL

L

図 2:RLC回路


